
注
意
事
項

　　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で
す
。

　
小
説
の
作
者
・「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作

品
を
引
用
の
範
囲
を
超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁

じ
ま
す
。

　【
タ
イ
ト
ル
】

 

　
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
Ｄ
×
Ｄ
〜
機
械
赤
龍
と
静
寂
な
龍
帝
王

　【
作
者
名
】

 

　
ｈ
ｏ
ｉ
３
Ｋ

　【
あ
ら
す
じ
】

　
ど
こ
に
で
も
い
る
普
通
の
女
子
高
校
生
の
兵
藤
一
誠
。

　
し
か
し
、
彼
女
に
は
神
滅
器
（
ロ
ン
ギ
ヌ
ス
）
の
一
つ
で
あ
る
≪
赤
龍
帝
の
篭

手
（
ブ
ー
ス
テ
ッ
ド
・
ギ
ア
）
≫
を
所
有
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
彼
女
の
中
に
は
２
つ
の
謎
の
神
器
（
セ
イ
ク
リ
ッ
ト
・
ギ
ア
）
と
特

殊
な
力
が
眠
っ
て
い
た
。

　
こ
れ
は
そ
ん
な
兵
藤
一
誠
が
繰
り
広
げ
る
不
思
議
な
話
。

　　
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
Ｄ
×
Ｄ
と
ゴ
ジ
ラ
シ
リ
ー
ズ
と
の
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
で
す
。

　
ゴ
ジ
ラ
シ
リ
ー
ズ
に
出
て
き
た
怪
獣
や
兵
器
な
ど
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
無
理
な
方
を
『
戻
る
』
を
押
す
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。



　
設
定

　　　　　　
　
・
兵
藤
一
誠

　
　
　
　
　
本
作
主
人
公
。
駆
王
学
園
に
通
う
平
凡
な
女
子
高
校
生
。
い
つ
も

は
『
僕
』、
家
や
部
活
中
は
『
私
』

　
　
　
　
　
に
な
っ
て
い
る
。
両
親
は
小
さ
い
と
き
に
事
故
で
亡
く
な
っ
て
お

り
、
現
在
は
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い

　
　
　
　
　
る
。
学
園
で
は
か
な
り
有
名
で
あ
り
、成
績
優
秀
、運
動
神
経
抜
群
、

容
姿
端
麗
の
こ
と
も
あ
り
、
男

　
　
　
　
　
女
関
わ
ら
ず
か
ら
絶
大
な
人
気
を
誇
っ
て
い
る
お
り
、
学
園
の
ア
イ

ド
ル
的
存
在
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
性
格
は
優
し
く
、
お
人
好
し
な
所
が
あ
り
、
普
段
か
ら
何
事
に
も
冷

静
に
で
い
る
が
実
は
結
構
な
ド
ジ

　
　
　
　
　
ッ
娘
だ
っ
た
り
す
る
の
で
オ
カ
ル
ト
研
究
部
で
は
癒
し
系
キ
ャ
ラ

の
一
人
に
な
っ
て
い
る
。
後
に
異
世

　
　
　
　
　
界
の
特
殊
能
力
持
つ
戦
闘
員『
尾
崎
真
一
』の
意
志
と
そ
の
力
の『
カ

イ
ザ
ー
』
の
力
を
引
き
継
い
で

　
　
　
　
　
お
り
、『
禍
の
団
（
カ
オ
ス
・
ブ
リ
ゲ
ー
ド
）』
の
あ
る
一
部
の
存
在

か
ら
目
を
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

　
　
　
　
　
る
。

　　
　
　
好
き
な
事
：
料
理
、
掃
除
、
子
供
の
世
話

　
　
　
嫌
い
な
事
：
不
衛
生
、
ホ
ラ
ー
映
画
、
子
供
に
暴
力
を
振
る
う
人

　
　
　
苦
手
な
事
：
性
関
連
全
般

　　
　
　
所
有
神
器
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赤
龍
帝
の
篭
手

ブ
ー
ス
テ
ッ
ド
・
ギ
ア

　
　
　
　
　
・
≪

≫

赤

い

龍

ウ
ェ
ル
シ
ュ
・
ド
ラ
ゴ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
ド
ラ
イ
グ
が
封
印
さ
れ
た
神
器
。
神
滅

具
の
一
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
誠
の
両
親
が
死
ん
だ
際
に
、
目
覚
め
て
そ
れ
以
降
父

親
の
様
に
見
守
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
能
力
は
原
作
通
り
、
１
０
秒
ご
と
に
自
分
の
能
力
を
２

倍
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
発
動
音
声

　
　
　
　
　
　
　
・
倍
加
〜
〈
Ｂ
ｏ
ｏ
ｓ
ｔ
!
〉　
・
第
二
形
態
〜
〈
Ｄ
ｒ
ａ
ｇ
ｏ

ｎ
　
ｂ
ｏ
ｏ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
!
〉

　
　
　
　
　
　
　
・
倍
加
解
放
〜
〈
Ｅ
ｘ
ｐ
ｌ
ｏ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
!
〉　
・
飛
行
〜
〈
Ｊ

ｅ
ｔ
!
〉

　
　
　
　
　
　
　
・
第
三
形
態
〜
〈
Ｄ
ｒ
ａ
ｇ
ｏ
ｎ
　
ｂ
ｏ
ｏ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
　
ｓ
ｅ

ｃ
ｏ
ｎ
ｄ
　
Ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
!
〉

　
　
　
　
　
　
　
・
譲
渡
〜
〈
Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｆ
ｅ
ｒ
!
〉　
・
倍
加
解
除
〜
〈
Ｒ
ｅ

ｓ
ｅ
ｔ
〉　
・
機
能
停
止
〜
〈
Ｂ
ｕ
ｒ
ｓ
ｔ
〉

　
　
　
　
　
　
　
・
禁
手
化
〜
〈
Ｗ
ｅ
ｌ
ｓ
ｈ
　
Ｄ
ｒ
ｇ
ｏ
ｎ
　
Ｂ
ａ
ｌ
ａ
ｎ
ｃ

ｅ
　
Ｂ
ｒ
ｅ
ａ
ｋ
ｅ
ｒ
!
〉　
・
ア
ス
カ
ロ
ン
使
用
〜
〈
Ｂ
ｌ
ａ
ｄ
ｅ
!
〉

　
　
　
　
　
　
　
・
禁
手
発
動
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
〜
〈
Ｃ
ｏ
ｕ
ｎ
ｔ
　
Ｄ
ｏ
ｗ
ｎ

!
〉

　
　
　
　
　
　
　
・
覇
龍
発
動
〜
〈
Ｊ
ｉ
ｇ
ｇ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｕ
ｔ
　
Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ
〉

　

鋼
龍
王
の
装
甲

ア
ー
セ
ナ
ル
・
ア
ー
ム
ズ

　
　
　
　
　
・
≪

≫

銀
の
守
護
龍

サ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
ゴ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
機
龍
の
魂
が
封
印
さ
れ
た
神
器
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
異
世
界
で
黒
き
破
壊
龍
（
ク
ロ
ー
ズ
・
ド
ラ
ゴ
ン
）・
ゴ

ジ
ラ
の
細
胞
を
元
に
人
に
作
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
最
初
は
意
志
無
き
戦
闘
兵
器
で
人
々
の
希
望
だ
っ

た
。
ゴ
ジ
ラ
と
の
最
後
の
戦
闘
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
身
の
意
志
に
目
覚
め
、
身
動
き
が
取
ら
な
く
な
っ
た

ゴ
ジ
ラ
を
抱
き
か
か
え
共
に
海
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沈
ん
だ
（『
ゴ
ジ
ラ
×
モ
ス
ラ
×
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
　
東
京
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Ｓ
Ｏ
Ｓ
』
よ
り
）。
そ
の
後
、
ゴ
ジ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
自
力
で
抜
け
出
し
機
龍
は
海
の
中
に
現
れ
た
時
空

の
歪
み
に
巻
き
込
ま
れ
こ
の
世
界
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辿
り
つ
き
神
器
に
な
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
能
力
は
１
０
秒
ご
と
に
創
造
力
を
高
め
自
分
の
想
っ

た
機
械
兵
器
を
作
り
上
げ
る
能
力
。
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
格
は
ボ
ー
っ
と
し
て
い
て
頼
り
な
さ
そ
う
だ
が
戦
闘

技
術
や
知
識
は
か
な
り
の
物
を
も
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
お
り
、
元
の
世
界
で
最
後
ま
で
自
分
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
し
て
く
れ
た
『
中
條
義
人
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
恋
心
を
抱
い
て
い
る
。
戦
闘
時
は
元
々
機
械
だ
っ

た
こ
と
も
あ
っ
て
今
ま
で
の
一
誠
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦
闘
に
使
用
し
た
武
器
や
装
備
な
ど
を
全
て
記
憶
し

て
お
り
、
一
誠
の
戦
闘
に
応
じ
て
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
に
出
し
た
り
す
る
。

　
　
　
　
　
　
発
動
音
声

　
　
　
　
　
　
　
・
機
動
〜
〈
Ｓ
ａ
ｌ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
Ｄ
ｒ
ａ
ｇ
ｏ
ｎ
　
Ｓ
ｔ

ａ
ｒ
ｔ
　
Ｕ
ｐ
!
〉　
・
創
造
〜
〈
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
!
〉

　
　
　
　
　
　
　
・
召
喚
〜
〈
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
!
〉　
・
禁
手
化
〜
〈
Ｓ
ａ
ｌ

ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
Ｄ
ｒ
ａ
ｇ
ｏ
ｎ
　
Ｂ
ａ
ｌ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
　
Ｂ
ｒ
ｅ
ａ
ｋ
ｅ
ｒ
!
〉

　　
　
　
　
　
　
召
喚
武
器

　
　
　
　
　
　
　〈
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
〉
×
１
〜
尻
尾
　
出
典
：
ゴ
ジ
ラ
×
メ
カ
ゴ
ジ

ラ
（
２
０
０
２
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋼
鉄
の
尻
尾
が
装
備
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
に
電
気
が
発
し
て
い
の
で
触
る
こ
と
は
難
し

い
。

　
　
　
　
　
　
　〈
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
〉
×
２
〜
ブ
ラ
ス
ト
・
ボ
ム
　
出
典
：
ゴ
ジ
ラ

　
２
０
０
０
　
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｎ
Ｉ
Ｕ
Ｍ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
体
内
部
に
蓄
積
さ
れ
た
火
力
を
特
定
方
向
に

放
出
し
て
大
爆
発
す
る
単
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一
指
向
性
爆
弾
の
一
つ
。
誰
で
も
起
爆
で
き
る

よ
う
に
ス
イ
ッ
チ
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　〈
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
〉
×
３
〜
レ
ー
ル
ガ
ン
（
右
腕
）　
出
典
：
ゴ

ジ
ラ
×
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
（
２
０
０
２
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
手
の
甲
に
装
備
さ
れ
る
、
高
速
連
射
が
可
能
な

レ
ー
ル
ガ
ン
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
威
力
は
低
く
、
主
に
先
制
攻
撃
や
牽
制
に
使
用
さ

れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　〈
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
〉
×
４
〜
ロ
ケ
ッ
ト
ラ
ン
チ
ャ
ー
　
出
典
：
Ｇ

Ｏ
Ｄ
Ｚ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
　
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
　
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｍ
機
関
が
使
用
し
て
い
た
ロ
ケ
ッ
ト
ラ
ン

チ
ャ
ー

　
　
　
　
　
　
　〈
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
〉
×
５
〜
小
型
メ
ー
サ
ー
銃
　
出
典
：
Ｇ
Ｏ
Ｄ

Ｚ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
　
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
　
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｍ
機
関
の
尾
崎
と
風
間
が
エ
ビ
ラ
戦
で
使
用
し

て
い
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　〈
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
〉
×
６
〜
メ
―
サ
ー
ブ
レ
ー
ド
（
右
腕
）　
出

典
：
ゴ
ジ
ラ
×
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
（
２
０
０
２
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
手
の
甲
か
ら
出
現
す
る
電
気
を
帯
び
た
剣
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
突
き
刺
す
な
ど
し
、
敵
体
内
で
電
撃
を
送
り
込
む

こ
と
が
可
能
。

　
　
　
　
　
　
　〈
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
〉
×
９
〜
バ
ッ
ク
ユ
ニ
ッ
ト
（
両
肩
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
典
：
ゴ
ジ
ラ
×
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
、
ゴ
ジ
ラ
×

モ
ス
ラ
×
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
　
東
京
Ｓ
Ｏ
Ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
背
部
に
装
備
さ
れ
る
大
出
力
ブ
ー
ス
タ
ー
を
内

蔵
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
兵
器
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ニ
ッ
ト
を
強
制
排
除
し
敵
に
ぶ
つ
け
爆
破
す

る
戦
法
が
可
能
。

　
　
　
　
　
　
　〈
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
〉
×
９
＋
１
〜
多
連
ロ
ケ
ッ
ト
弾
　
出
典
：
ゴ

ジ
ラ
×
メ
カ
ゴ
ジ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ッ
ク
ユ
ニ
ッ
ト
に
追
加
さ
れ
る
ロ
ケ
ッ
ト
弾
。
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　〈
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
〉
×
９
＋
１
＋
１
〜
２
４
連
装
ロ
ケ
ッ
ト
砲

　
出
典
：
ゴ
ジ
ラ
の
逆
襲

　
　
　
　
　
　
　〈
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
〉
×
９
＋
２
〜
多
目
的
誘
導
弾
　
出
典
：
ゴ
ジ

ラ
×
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
（
２
０
０
２
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ッ
ク
ユ
ニ
ッ
ト
に
追
加
さ
れ
る
、
曲
射
弾
道
タ

イ
プ
の
小
型
ミ
サ
イ
ル
。

　
　
　
　
　
　
　〈
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
〉
×
９
＋
２
＋
１
〜
フ
ル
メ
タ
ル
ミ
サ
イ
ル

ラ
ン
チ
ャ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
典
：

ゴ
ジ
ラ
　
２
０
０
０
　
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｎ
Ｉ
Ｕ
Ｍ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
目
的
誘
導
弾
の
ミ
サ
イ
ル
の
特
性
を
変
え
、
爆

薬
の
類
は
一
切
使
わ
ず
、
硬
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
高
い
金
属
を
使
い
、
魔
力
を
纏
わ
さ
な
く
て
も

幾
重
に
も
重
ね
ら
れ
た
１
０
メ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ル
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
１
０
枚
を
貫
通
す

る
こ
と
が
出
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　〈
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
〉
×
９
＋
２
＋
２
〜
推
進
式
削
岩
弾
Ｄ
―
０

３　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
典
：
ゴ
ジ
ラ
×
モ
ス

ラ
×
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
　
大
怪
獣
総
攻
撃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
目
的
誘
導
弾
の
ミ
サ
イ
ル
の
特
性
を
変
え
、
ミ

サ
イ
ル
の
先
端
に
装
着
し
発
射
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
、
命
中
前
に
推
進
起
動
部
と
装
甲
が
分
離
。
標

的
に
命
中
し
た
後
、
高
速
回
転
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ド
リ
ル
に
よ
っ
て
標
的
の
内
部
に
進
行
し
爆

破
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　〈
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
〉
×
１
０
〜
メ
ー
サ
ー
光
線
銃
　
出
典
：
ゴ
ジ

ラ
×
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
（
２
０
０
２
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ラ
ボ
ラ
型
の
照
射
装
置
を
搭
載
す
る
メ
ー

サ
ー
銃
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
力
は
１
０
万
ボ
ル
ト
（
モ
デ
ル
：
６
６
式
メ
ー

- 6 -



サ
ー
殺
獣
光
線
車
）。

　
　
　
　
　
　
　〈
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
〉
×
１
０
＋
１
〜
メ
ー
サ
ー
光
線
銃
：
改
　
出

典
：
ゴ
ジ
ラ
×
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
（
２
０
０
２
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ー
サ
ー
光
線
銃
の
改
良
型
。
出
力
が
１
５
万

ボ
ル
ト
に
上
が
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
モ
デ
ル
：
９
０
式
メ
ー
サ
ー
殺
獣
光
線
車
）

　
　
　
　
　
　
　〈
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
〉
×
１
１
〜
メ
ー
サ
ー
ユ
ニ
ッ
ト（
両
肩
＆
両

腕
）　
出
典
：
ゴ
ジ
ラ
ｖ
ｓ
モ
ス
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
両
肩
に
メ
ー
サ
ー
砲
（
出
力
は
８
０
万
ボ
ル
ト
）

を
２
基
搭
載
し
、
支
援
用
に
右
腕
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
砲
ガ
ト
リ
ン
グ
と
、
左
腕
に
一
発
砲
塔
型
の
簡

易
ロ
ケ
ッ
ト
弾
を
装
備
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
モ
デ
ル
：
９
３
式
メ
ー
サ
ー
攻
撃
機
）

　
　
　
　
　
　
　〈
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
〉
×
１
１
＋
１
〜
メ
ー
サ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
２（
両

肩
）　
出
典
：
ゴ
ジ
ラ
ｖ
ｓ
モ
ス
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
形
は
バ
ッ
ク
ユ
ニ
ッ
ト
に
類
似
し
て
お
り
ロ

ケ
ッ
ト
弾
砲
塔
部
に
メ
ー
サ
ー
（
出
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
２
０
０
万
ボ
ル
ト
）
に
ミ
サ
イ
ル
部
に
８
連
装

ミ
サ
イ
ル
ラ
ン
チ
ャ
ー
が
装
備
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
モ
デ
ル
：
９
３
式
自
走
高
射
メ
ー
サ
ー
砲
）

　
　
　
　
　
　
　〈
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
〉
×
１
２
〜
一
砲
塔
式
メ
ー
サ
ー
砲
（
背
中
）

　
出
典
：
ゴ
ジ
ラ
ｖ
ｓ
ビ
オ
ラ
ン
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ラ
ボ
ラ
式
砲
塔
を
使
用
し
て
お
り
威
力
が
上

が
っ
て
い
る
（
出
力
は
５
０
０
万
ボ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
）。
支
援
用
に
２
基
の
８
連
装
ミ
サ
イ
ル
ラ
ン

チ
ャ
ー
が
配
備
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
モ
デ
ル
：
９
２
式
メ
ー
サ
ー
戦
車
）

　
　
　
　
　
　
　〈
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
〉
×
１
２
＋
１
〜
一
砲
塔
式
メ
ー
サ
ー
砲
２

（
背
中
）　
出
典
：
ゴ
ジ
ラ
ｖ
ｓ
デ
ス
ト
ロ
イ
ヤ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ー
ザ
ー
発
射
部
の
パ
ラ
ボ
ラ
は
、
４
枚
の
反
射
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収
束
版
で
構
成
さ
れ
、
非
使
用
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
花
の
蕾
の
よ
う
に
閉
じ
て
お
り
使
用
時
に
な

る
と
開
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
出
力
は
１
０
０
０
万
ボ
ル
ト
の
超
低
温
レ
ー

ザ
ー
）。
支
援
用
装
備
は
一
砲
塔
式
メ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ー
砲
と
同
じ
（
モ
デ
ル
：
９
５
式
冷
凍
レ
ー

ザ
ー
タ
ン
ク
）

　
　
　
　
　
　
　〈
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
〉
×
１
５
〜
ハ
イ
パ
ー
メ
ー
サ
ー
砲
（
銃
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
典
：
ゴ
ジ
ラ
×

モ
ス
ラ
×
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
　
東
京
Ｓ
Ｏ
Ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ー
ル
ガ
ン
の
１
０
倍
の
威
力
を
誇
る
強
力
な

メ
ー
サ
ー
砲
。

　
　
　
　
　
　
　〈
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
〉
×
２
０
〜
絶
対
零
度
砲
（
ア
ブ
ソ
リ
ュ
ー

ト
・
ゼ
ロ
）（
銃
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
典
：
ゴ

ジ
ラ
×
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
（
２
０
０
２
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
７
３
．
１
５
℃
と
い
う
絶
対
零
度
の
光
弾

を
発
射
、
直
撃
し
た
物
体
を
一
瞬
で
凍
結
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
に
は
わ
ず
か
な
衝
撃
で
分
子
レ
ベ
ル
ま
で

破
砕
し
て
し
ま
う
。
極
め
て
強
力
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
器
だ
が
、
発
射
に
は
多
大
な
魔
力
を
使
用
し
一

誠
自
身
を
動
け
な
く
し
て
し
ま
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で
多
用
は
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

滅
龍
王
の
背
甲

デ
ー
リ
ー
シ
ョ
ン
・
バ
ッ
ク

　
　
　
　
　
・
≪

≫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
き
破
壊
龍
（
ク
ロ
ー
ズ
・
ド
ラ
ゴ
ン
）・
ゴ
ジ
ラ
の
魂

が
封
印
さ
れ
た
神
器
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
異
世
界
の
人
の
水
原
爆
実
験
に
よ
り
古
代
眠
り
に
つ

い
た
恐
竜
が
核
に
よ
り
突
然
変
異
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
覚
め
、
そ
れ
以
降
人
間
世
界
に
多
大
な
被
害
を
も
た
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ら
し
て
き
た
怪
獣
の
王
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
銀
の
守
護
龍
（
サ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
ゴ
ン
）・

機
龍
と
の
戦
闘
後
、
地
球
に
突
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
れ
た
Ｘ
星
人
と
の
戦
い
で
カ
イ
ザ
ー
キ
ド
ラ
を
倒

し
た
後
、
ミ
ニ
ラ
と
共
に
海
に
潜
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
後
生
涯
を
終
え
、
魂
の
み
が
こ
の
世
界
に
入
り
神

器
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
能
力
は
１
０
秒
ご
と
破
壊
力
を
上
げ
い
き
、
自
信
の
攻

撃
力
に
変
え
る
能
力
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
性
格
は
活
発
な
性
格
で
、
い
つ
も
一
誠
の
戦
闘
訓
練
な

ど
を
行
て
い
る
。
戦
闘
時
や
訓
練

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
で
は
元
の
世
界
で
の
自
分
自
身
の
膨
大
な
戦
闘
経

験
か
ら
一
誠
を
鍛
え
上
げ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
機
龍
と
は
姉
妹
関
係
の
様
な
も
の
で
元
の
世
界
で
は

争
っ
て
い
た
が
、
人
間
へ
に
憎
み
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
イ
ザ
ー
ギ
ド
ラ
の
闘
い
で
共
闘
し
た
こ
と
に
よ
り

消
え
て
お
り
、
機
龍
と
も
争
わ
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
仲
良
く
一
誠
の
中
で
暮
ら
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
発
動
音
声

　
　
　
　
　
　
　
・
機
動
〜
〈
Ｃ
ｌ
ｏ
ｓ
ｅ
　
Ｄ
ｒ
ａ
ｇ
ｏ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ
　
Ｕ

ｐ
!
〉　
・
消
去
〜
〈
Ｅ
ｒ
ａ
ｓ
ｅ
!
〉

　
　
　
　
　
　
　
・
破
壊
〜〈
Ｄ
ｅ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
!
〉　
・
禁
手
化
〜〈
Ｃ

ｌ
ｏ
ｓ
ｅ
　
Ｄ
ｒ
ａ
ｇ
ｏ
　
Ｂ
ａ
ｌ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
　
Ｂ
ｒ
ｅ
ａ
ｋ
ｅ
ｒ
!
〉

　　
　
・
グ
レ
ー
ト
フ
ィ
ス

静
寂
の
龍
帝
王

サ
イ
レ
ン
ス
・
ド
ラ
ゴ
ン

　
　
　
　
　
≪

≫
と
呼
ば
れ
る
強
力
な
ド
ラ
ゴ
ン
で
、
三
大
勢
力

の
一
つ
を
い
と
も
簡
単
に
潰
せ
る
力

真
な
る
赤
龍
神
帝

ア
ポ
カ
リ
ュ
プ
ス
・
ド
ラ
ゴ
ン

　
　
　
　
　
を
有
し
て
い
る
。
強
さ
は
≪

≫
・
グ
レ
ー
ト
レ
ッ

無
限
の
龍
神

ウ
ル
ボ
ロ
ス
・
ド
ラ
ゴ
ン

ド
や
≪

≫
・
オ
ー
フ
ィ

　
　
　
　
　
ス
の
次
に
強
い
と
さ
れ
い
る
が
今
だ
成
長
途
中
で
二
匹
か
ら
は
「
い

ず
れ
自
分
た
ち
を
超
え
る
存
在
に
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な
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
三
大
勢
力
の
争
い
ご
と
に
は
興
味
を
示

し
て
は
い
な
い
が
三
大
勢
力
の
ト

　
　
　
　
　
ッ
プ
（
四
大
魔
王
、
ア
ザ
ゼ
ル
、
シ
ェ
ム
ハ
ザ
、
ミ
カ
エ
ル
、
カ
ブ

リ
エ
ル
）
と
は
結
構
な
繋
が
り
を

　
　
　
　
　
持
っ
て
い
る
。
冥
界
が
旧
魔
王
派
と
の
戦
争
が
終
結
し
た
後
に
何

処
か
で
深
い
眠
り
に
つ
い
て
い
た
。

　
　
　
　
　
グ
レ
ー
ト
レ
ッ
ド
や
オ
ー
フ
ィ
ス
と
は
兄
姉
の
様
な
関
係
で
二
人

の
事
を
『
お
兄
ち
ゃ
ん
』、『
お
姉

　
　
　
　
　
ち
ゃ
ん
』
と
呼
ん
で
い
る
。
グ
レ
ー
ト
フ
ィ
ス
の
血
に
は
オ
ー
フ
ィ

ス
の
蛇
と
同
じ
く
力
を
上
げ
る
能

　
　
　
　
　
力
を
持
っ
て
お
り
、
ド
ラ
ゴ
ン
状
態
の
爪
に
は
更
に
力
が
高
ま
る
能

力
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
が
普
段
か

　
　
　
　
　
ら
ド
ラ
ゴ
ン
の
姿
に
な
ら
な
い
の
で
採
取
は
ほ
ぼ
不
可
能
。
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第
１
話
「
謎
の
男
の
子
、
養
っ
て
い
ま
す
」

　　
〜
???
　
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
〜

　　
???

　
　「
は
ぁ
〜
」

　　
ソ
フ
ァ
に
座
り
な
が
ら
貯
金
通
帳
を
見
て
溜
息
を
つ
い
て
い
る
私
・
・
・
・
・
・

兵
藤
一
誠
と
言
い
ま
す
。

　　
一
誠

　
　「
は
ぁ
〜
・
・
・
・
・
・
今
月
も
厳
し
い
な
ぁ
・
・
・
・
・
・
」

　　
今
月
の
通
帳
の
残
高
と
睨
め
っ
こ
し
な
が
ら

　　
一
誠

　
　「
水
道
光
熱
費
は
こ
れ
以
上
落
と
せ
な
い
し
・
・
・
・
・
・
食
費
も
こ
れ
以
上

は
・
・
・
・
・
・
や
っ
ぱ
バ
イ

　
　
　
ト
増
や
す
し
か
な
い
か
な
ぁ
。
で
も
こ
れ
以
上
増
や
す
と
学
校
生
活
に

支
障
が
出
ち
ゃ
う
か
ら
な
ぁ
・
・
・

　
　
　
・
・
・
や
っ
ぱ
り
無
理
か
な
・
・
・
・
・
・
は
ぁ
〜
・
・
・
・
・
・
」

　　
私
は
か
な
り
シ
ビ
ア
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　
毎
日
の
生
活
が
キ
ツ
キ
ツ
で
２
、
３
個
の
バ
イ
ト
を
掛
け
持
ち
し
て
１
週
間
全

部
に
シ
フ
ト
を
入
れ
て
も
、
毎
日
の

　
生
活
費
・
・
・
・
・
・
主
に
食
費
で
消
え
て
い
く
の
。

　
そ
の
原
因
が

　　
???

　
　「
・
・
・
・
・
・
す
ぅ
・
・
・
・
・
・
す
ぅ
・
・
・
・
・
・
」
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私
の
膝
の
上
に
頭
を
乗
せ
て
寝
て
い
る
５
、
６
歳
の
男
の
子
・
・
・
・
・
・
フ
ィ

ス
。

　
こ
の
子
こ
そ
が
キ
ツ
キ
ツ
生
活
の
原
因
・
・
・
・
・
・

　　　　
―
回
想
―

　　
そ
れ
は
１
ヶ
月
前
の
こ
と
だ
っ
た
。

　　
一
誠

　
　「
ふ
ぅ
〜
・
・
・
・
・
・
今
日
も
バ
イ
ト
も
終
わ
っ
た
し
、
買
い
物
も
バ
ッ
チ

リ
!

　
　
　
今
日
は
何
作
ろ
う
か
な
〜
?
」

　　
バ
イ
ト
の
帰
り
道
、
こ
の
日
の
夕
飯
を
考
え
て
い
る
と

　　
キ
ュ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
・
・
・
・
・
・
・

　　
一
誠

　
　「
?
」

　　
何
処
か
ら
か
可
愛
い
お
腹
の
音
が
・
・
・
・
・
・

　　
キ
ュ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
・
・
・
・
・
・
・

　　
あ
っ
・
・
・
・
・
・
ま
た
聞
こ
え
た

　　
一
誠

　
　「
誰
か
い
る
の
か
な
?
」
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少
し
先
に
進
む
と

　　
???

　
　「
・
・
・
・
・
・
」

　
一
誠

　
　「
・
・
・
・
・
・
ぁ
」

　　
そ
こ
に
ボ
ロ
ボ
ロ
に
男
の
子
が
座
り
込
ん
で
い
た
。

　　
一
誠

　
　「
・
・
・
・
・
・
ど
う
し
た
の
?
」

　
???

　
　「
・
・
・
・
・
・
か
・
・
・
ぃ
た
」

　
一
誠

　
　「
何
?
」

　
???

　
　「
お
腹
・
・
・
空
い
た
・
・
・
・
・
・
」

　　
さ
っ
き
か
ら
聞
こ
え
た
お
腹
の
音
は
こ
の
子
だ
っ
た
ん
だ
・
・
・
・
・
・

　　
一
誠

　
　「
え
〜
と
・
・
・
・
・
・
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
は
?
」

　
???

　
　「
・
・
・
・
・
・
い
な
い
」

　　
い
き
な
り
暗
い
事
聞
い
ち
ゃ
っ
た
よ
!

　
え
ー
と
!
　
え
ー
と
!

　　
一
誠

　
　「
・
・
・
・
・
・
じ
、
じ
ゃ
あ
、
住
ん
で
い
る
場
所
は
!?
」
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???

　
　「
・
・
・
・
・
・
な
い
」

　　
あ
〜
!!
　
ま
た
や
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
!!

　
ど
う
し
よ
う
!?
　
ど
う
し
よ
う
!?

　　
一
誠

　
　「
・
・
・
・
・
・
私
の
家
に
来
る
?
」

　
???

　
　「
・
・
・
・
・
・
何
で
?
」

　
一
誠

　
　「
え
?
　
そ
れ
は
お
腹
空
か
し
て
い
る
し
・・・・・・
可
哀
そ
う
だ
し
・・・・・・

私
の
家
に
行
け
ば
ご

　
　
　
飯
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
る
か
ら
・
・
・
・
・
・
来
な
い
?
」

　　
う
ぅ
ぅ
・
・
・
・
・
・
や
っ
て
い
る
事
が
犯
罪
者
み
た
い
・
・
・
・
・
・

　　
???

　
　「
い
い
の
?
」

　
一
誠

　
　「
う
ん
!
　
い
い
よ
」

　
???

　
　「
・
・
・
・
・
・
つ
い
て
行
く
」

　　
良
か
っ
た
〜

　
あ
っ
、
そ
う
だ
。
聞
い
て
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ん
だ

　　
一
誠

　
　「
ね
ぇ
?
　
名
前
な
ん
て
言
う
の
?
　
僕
は
兵
藤
一
誠
。
イ
ッ
セ
ー
っ
て
呼

ん
で
ね
。
君
は
?
」

　
???
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　「
・
・
・
・
・
・
フ
ィ
ス
は
グ
レ
ー
ト
フ
ィ
ス
・
・
・
・
・
・
フ
ィ
ス
で
い
い
」

　　
グ
レ
ー
ト
フ
ィ
ス
?

　
何
だ
か
変
わ
っ
た
名
前
・
・
・
・
・
・
ま
ぁ
い
い
や

　　
一
誠

　
　「
よ
ろ
し
く
ね
。
フ
ィ
ス
」

　　　　
―
回
想
終
了
―

　　
保
護
し
た
ま
で
は
良
か
っ
た
け
ど
、
こ
の
子
の
食
欲
が
あ
ま
り
に
も
凄
過
ぎ

た
・
・
・
・
・
・

　
フ
ィ
ス
は
だ
い
の
大
人
４
人
分
の
食
事
を
一
回
に
取
る
か
ら
・
・
・
・
・
・
私

の
家
計
簿
が
・
・
・
・
・
・

　　
???

　
　『
そ
ん
な
奴
な
ら
早
く
追
い
出
せ
ば
早
い
こ
と
だ
』

　　
私
の
左
腕
か
ら
声
が
聞
こ
え
た
。

　　
一
誠

　
　「
そ
ん
な
事
、
言
っ
ち
ゃ
ダ
メ
。
ド
ラ
イ
グ
・
・
・
・
・
・
こ
の
子
は
子
供
な

ん
だ
か
ら
」

　
ド
ラ
イ
グ

　
　『
む
ぅ
・
・
・
・
・
・
そ
れ
は
そ
う
だ
が
・
・
・
・
・
・
』

　　
私
は
左
腕
の
そ
う
話
し
か
け
た
。

　
そ
の
声
の
主
は
ド
ラ
イ
グ
・
・
・
・
・
・
嘗
て
天
使
、
堕
天
使
、
悪
魔
の
三
大

勢
力
の
闘
い
の
中
突
如
現
れ
た
二
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赤

い

龍

ウ
ェ
ル
シ
ュ
・
ド
ラ
ゴ
ン

　
天
龍
の
一
角
で
あ
る

。

神

器

セ
イ
ク
リ
ッ
ト
・
ギ
ア

　
そ
の
後

に
封
印
さ
れ
て
い
る
容
態
・
・
・
・
・
・
確
か
神
様
で
も
殺

神
滅
具

ロ
ン
ギ
ヌ
ス

せ
て
し
ま
う

っ
て
呼
ば

赤
龍
帝
の
篭
手

ブ
ー
ス
テ
ッ
ド
・
ギ
ア

　
れ
る
も
の
に
含
ま
れ
て
い
て
、
名
前
が
≪

≫
っ
て
呼
ば
れ
る
１

０
秒
ご
と
に
自
分
の
力
を
２
倍
し
て
い

神

器

セ
イ
ク
リ
ッ
ト
・
ギ
ア

　
く
凄
い

だ
と
か
・・・・・・
で
も
１
回
も
使
っ
た
こ
と
な
い
け
ど
・・・・・・

　
そ
れ
に
ま
だ
２
つ
ほ
ど
神
器
が
宿
っ
て
い
る
ら
し
い
け
ど
ま
だ
寝
て
い
る
み

た
い
っ
て
ド
ラ
イ
グ
が
言
っ
て
い

　
た
。

　　
ド
ラ
イ
グ

　
　『
し
か
し
、
こ
い
つ
の
食
費
で
相
棒
も
大
層
迷
惑
し
て
い
る
ん
だ
ろ
?
』

　
一
誠

　
　「
そ
れ
は
・
・
・
・
・
・
ち
ょ
っ
と
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」

　
ド
ラ
イ
グ

　
　『
だ
っ
た
ら
・
・
・
・
・
・「
で
も
ね
」・
・
・
・
・
・
む
ぅ
?
』

　
一
誠

　
　「
で
も
・
・
・
・
・
・
」

　　
私
は
フ
ィ
ス
の
頭
を
撫
で
な
が
ら

　　
一
誠

　
　「
こ
の
子
の
寝
顔
を
見
て
る
と
何
か
落
ち
着
く
の
・
・
・
・
・
・
明
日
か
ら
も

元
気
が
出
て
く
る
の
。
家
で

　
　
ド
ラ
イ
グ
し
か
話
す
相
手
が
居
な
か
っ
た
私
に
出
来
た
二
人
目
の
家
族
だ

か
ら
・
・
・
・
・
・
」

　
ド
ラ
イ
グ

　
　『
そ
う
か
・
・
・
・
・
・
』

　
一
誠

　
　「
・
・
・
・
・
・
よ
し
!
　
明
日
も
頑
張
っ
て
行
く
よ
!
」

　
ド
ラ
イ
グ
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　『
ふ
っ
・
・
・
・
・
・
そ
れ
で
こ
そ
相
棒
だ
・
・
・
・
・
・
』

　　
ド
ラ
イ
グ
は
元
気
を
出
し
た
私
を
見
て
、
安
心
し
て
い
た
。

　　　　　　　　
〜
ド
ラ
イ
グ
　
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
〜

　　
相
棒
が
元
気
を
出
し
た
の
は
い
い

　　
ド
ラ
イ
グ

　
　『（
・
・
・
・
・
・
が
）』

　　
一
誠
が
保
護
し
た
子
供
の
存
在
が
ど
う
に
も
謎
だ
っ
た
。

　　
ド
ラ
イ
グ

静
寂
の
龍
帝
王

サ
イ
レ
ン
ス
・
ド
ラ
ゴ
ン

　
　『（
何
故
こ
い
つ
が
こ
こ
に
来
た
の
だ
・・・・・・
≪

≫
・・・・・・

グ
レ
ー
ト
フ
ィ

　
　
　
ス
・
・
・
・
・
・
）』

　　
こ
い
つ
は
静
寂
の
龍
帝
王
・
・
・
・
・
・
別
名
、
サ
イ
レ
ン
ス
・
ド
ラ
ゴ
ン
と

呼
ば
れ
る
、
こ
の
世
界
の
存
在
す

　
る
最
強
の
ド
ラ
ゴ
ン
の
一
体
だ
。

　
全
力
を
出
さ
ず
と
も
三
大
勢
力
の
一
つ
を
い
と
も
簡
単
に
潰
せ
る
力
を
有
し

て
お
り
、
そ
の
強
さ
は
≪

真
な
る
赤
龍
神
帝

ア
ポ
カ
リ
ュ
プ
ス
・
ド
ラ
ゴ
ン

無
限
の
龍
神

ウ
ル
ボ
ロ
ス
・
ド
ラ
ゴ
ン

　

≫
・
グ
レ
ー
ト
レ
ッ
ド
や
≪

≫
・
オ
ー
フ
ィ
ス

の
次
に
実
力
を
誇
り
、
今
だ
成
長
し
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続
け
い
ず
れ
は
２
体
を
超
え
る
と
言
わ
れ
て
い
る
ド
ラ
ゴ
ン
だ
。

　　
ド
ラ
イ
グ

　
　『（
し
か
し
・
・
・
・
・
・
１
０
０
年
前
程
か
ら
行
方
が
分
か
ら
な
か
っ
た
は

ず
・
・
・
・
・
・
何
故
、
今
に

　
　
な
っ
て
・
・
・
・
・
・
）』

　　
そ
う
俺
が
２
つ
前
の
宿
主
の
元
に
居
た
時
だ
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
こ
い
つ
は
三

大
勢
力
や
戦
争
に
は
興
味
を
示
し

　
て
い
な
い
・
・
・
・
・
・
が
、
何
故
か
天
使
、
堕
天
使
、
悪
魔
の
ト
ッ
プ
と
繋

が
り
を
持
っ
て
い
る
可
笑
し
い

　
ド
ラ
ゴ
ン
だ
っ
た
が
、
１
０
０
年
ほ
ど
前
・
・
・
・
・
・
冥
界
で
悪
魔
が
旧
魔

王
派
と
の
内
戦
が
終
了
し
た
後
に
消

　
息
が
全
く
掴
め
な
く
な
っ
て
い
た
は
ず
・
・
・
・
・
・

　　
ド
ラ
イ
グ

　
　『（
や
は
り
・
・
・
・
・
・
こ
い
つ
の
考
え
て
い
る
事
は
良
く
分
か
ら
ん
）』

　　
俺
の
謎
は
深
ま
る
ば
か
り
だ
・
・
・
・
・
・
い
つ
も
変
な
行
動
し
か
と
ら
な
い

か
ら
な
。

　
考
え
て
も
無
駄
か
・
・
・
・
・
・

　　　　
し
か
し
、
オ
ー
フ
ィ
ス
と
グ
レ
ー
ト
レ
ッ
ド
の
方
が
心
配
だ

　
ア
イ
ツ
ら
は
グ
レ
ー
ト
フ
ィ
ス
の
事
に
な
る
と
暴
走
し
が
ち
に
な
る
か
ら
な

　
な
に
か
問
題
が
起
こ
ら
な
け
れ
ば
い
い
が
・
・
・
・
・
・
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第
２
話
　「
告
白
さ
れ
て
、
殺
さ
れ
ま
し
た
」

　　　　　　　　　
〜
一
誠
　
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
〜

　　
は
ぁ
〜
・
・
・
・
・
・
今
月
も
何
と
か
な
り
そ
う
・
・
・
・
・
・

　
フ
ィ
ス
の
食
べ
る
量
が
尋
常
じ
ゃ
な
い
か
ら
今
月
も
キ
ツ
キ
ツ
だ
け

ど
・
・
・
・
・
・

　　
フ
ィ
ス

　
　「
・
・
・
・
・
・
」　
キ
ュ
ゥ
ゥ
ゥ
・
・
・
・
・
・

　　
で
も
・
・
・
・
・
・

　　
フ
ィ
ス

　
　「
・
・
・
・
・
・
」　
キ
ュ
ゥ
ゥ
ゥ
・
・
・
・
・
・

　　
こ
れ
は
こ
れ
で
・
・
・
・
・
・

　　
フ
ィ
ス

　
　「
・
・
・
・
・
・
イ
ッ
セ
ー
・
・
・
・
・
・
」　
キ
ュ
ゥ
ゥ
ゥ
・
・
・
・
・
・

　　
か
、
可
愛
す
ぎ
る
／
／
／
／
／
／
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一
誠

　
　「
は
い
出
来
た
よ
。
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
３
０
枚
♪
」

　　
私
は
さ
っ
き
ま
で
焼
い
て
い
た
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
お
皿
に
盛
り
つ
け
て
フ
ィ

ス
の
前
に
置
い
た
。

　　
フ
ィ
ス

　
　「
イ
ッ
セ
ー
は
?
」

　
一
誠

　
　「
え
っ
!?
　
私
は
・
・
・
・
・
・
お
腹
空
い
て
な
い
し
・
・
・
フ
ィ
ス
が
全
部

食
べ
ち
ゃ
っ
て
い
い
よ
!
」

　
フ
ィ
ス

　
　「（
コ
ク
ッ
）」

　　
私
は
空
腹
を
我
慢
し
て
、
フ
ィ
ス
に
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
勧
め
た
。

　　
実
際
は
も
う
お
腹
ペ
コ
ペ
コ
だ
よ
!!
　
私
も
本
当
は
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
食
べ
た

い
よ
!!

　
で
も
フ
ィ
ス
の
事
、
考
え
る
と
我
慢
し
な
い
と

　　
・
・
・
・
・
・
で
も
・
・
・
・
・
・

　　
フ
ィ
ス

　
　「
・
・
・
・
・
・
モ
グ
モ
グ
・
・
・
」

　
一
誠

　
　「
・
・
・
・
・
・
」　
ボ
タ
ボ
タ
ボ
タ
・
・
・
・
・
・（
鼻
血
）

　　
本
当
に
可
愛
す
ぎ
る
／
／
／
／
／
／

　　
フ
ィ
ス

　
　「
・
・
・
・
・
・
イ
ッ
セ
ー
・
・
・
・
・
・
鼻
血
」
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一
誠

　
　「
は
っ
!
　（
ゴ
シ
ッ
ゴ
シ
ッ
）　
じ
ゃ
、
じ
ゃ
あ
フ
ィ
ス
。
私
は
学
校
に

行
っ
て
く
る
か
ら
食
べ
終
わ
っ
た
ら

　
　
ち
ゃ
ん
と
お
皿
を
水
に
浸
け
て
お
い
て
ね
」

　
フ
ィ
ス

　
　「（
コ
ク
ッ
）　
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
・
・
・
・
・
・
」

　
一
誠

　
　「
う
ん
。
行
っ
て
き
ま
す
♪
」

　　
フ
ィ
ス
の
笑
顔
を
見
た
こ
と
だ
し
元
気
に
学
校
だ
〜

　　　　
こ
こ
は
駆
王
学
園
。

　
元
々
は
女
子
高
で
近
年
の
少
子
化
の
影
響
で
男
女
共
学
に
な
っ
た
学
園
。

　
で
も
い
ま
だ
女
子
生
徒
の
比
率
が
高
く
て
学
園
全
体
で
７
：
３
の
割
合
で
女
子

生
徒
の
方
が
多
い
の
。

　
し
か
も
こ
こ
は
悪
魔
が
管
轄
し
て
る
土
地
ら
し
く
、
ド
ラ
イ
グ
の
話
で
は
３
年

生
の
リ
ア
ス
・
グ
レ
モ
リ
ー
先
輩

　
が
上
級
悪
魔
で
、
そ
の
他
に
も
リ
ア
ス
先
輩
と
同
じ
く
『
二
大
お
嬢
様
』
と
し

て
有
名
な
姫
島
朱
乃
先
輩
、『
学

　
園
の
王
子
』
こ
と
２
年
生
の
木
場
祐
斗
く
ん
、『
学
園
の
マ
ス
コ
ッ
ト
』
と
し
て

有
名
な
１
年
生
の
塔
城
子
猫
ち
ゃ

　
ん
が
転
生
悪
魔
ら
し
い
。
そ
れ
以
外
も
生
徒
会
の
人
も
悪
魔
ら
し
い
・
・
・
・
・
・

　　
そ
し
て
今

　　
女
子
生
徒
１

　
　「
き
ゃ
ぁ
ぁ
ぁ
ー
!!
　
一
誠
さ
ん
よ
〜
」

　
女
子
生
徒
２

　
　「
お
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
誠
さ
ん
」
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一
誠

　
　「
お
は
よ
う
♪
」

　
女
子
生
徒
２

　
　「
あ
ぅ
／
／
／
／
／
／
」

　　　　
毎
朝
こ
ん
な
こ
ん
な
感
じ
で
通
学
路
が
賑
わ
っ
て
い
た
。

　
入
学
し
て
か
ら
ず
っ
と
こ
の
調
子
で
、
い
つ
も
間
に
か
『
学
園
の
天
使
』
と
し

て
有
名
に
な
っ
て
い
た
。

　
何
で
?

　　
ド
ラ
イ
グ

　
　『
そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う
・
・
・
・
・
・
相
棒
は
容
姿
端
麗
、
成
績
優
秀
、
運
動

神
経
も
良
く
お
ま
け
に
人
が
い
い
。
誰

　
　
も
が
崇
め
た
く
な
る
だ
ろ
う
・
・
・
・
・
・
普
通
は
』

　　
そ
う
か
な
〜
?

　
皆
と
同
じ
こ
と
し
て
い
る
だ
け
だ
よ

　　
ド
ラ
イ
グ

　
　『
・
・
・
・
・
・
も
う
い
い
』

　　
何
で
拗
ね
る
の
!?

　
意
味
が
分
か
ら
な
い
よ
!!

　　　　
キ
ー
ン
　
コ
ー
ン
　
カ
ー
ン
　
コ
ー
ン
!

　　
一
誠
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　「
・
・
・
・
・
・
ん
に
ゅ
〜
」

　　
は
ぁ
〜
今
日
も
授
業
も
終
わ
っ
た
し
、
早
く
バ
イ
ト
行
か
な
い
と
・
・
・
・
・
・

　
私
が
校
門
を
過
ぎ
た
時

　　
???

　
　「
あ
、
あ
の
!!
」

　
一
誠

　
　「
・
・
・
・
・
・
私
に
何
か
?
」

　
???

　
　「
私
、
天
野
夕
麻
っ
て
言
い
ま
す
。
少
し
時
間
貰
っ
て
も
い
い
で
す
か
?
」

　
一
誠

　
　「
え
?
　
あ
、
は
い
・
・
・
・
・
・
」

　
夕
麻

　
　「
こ
こ
で
話
す
も
何
で
す
か
ら
近
く
の
公
園
に
し
ま
し
ょ
う
」

　　
何
な
ん
だ
ろ
う
?
　
初
め
て
会
っ
た
し
見
た
こ
と
も
な
い
娘
だ
し
・
・
・
・
・
・

　　
ド
ラ
イ
グ

　
　『
相
棒
、
こ
い
つ
は
堕
天
使
だ
ぞ
』

　　
え
、
そ
う
な
の
?

　
で
も
堕
天
使
さ
ん
が
私
に
な
ん
の
様
な
の
か
な
?

　　
ド
ラ
イ
グ

　
　『
案
の
定
、
神
器
だ
な
』

　　
赤
龍
帝
の
篭
手
を
?
　
な
ん
の
た
め
に
?

　　
ド
ラ
イ
グ

　
　『
大
抵
は
自
分
の
勢
力
に
引
き
込
む
だ
ろ
う
な
』
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・
・
・
・
・
・
断
っ
て
も
大
丈
夫
だ
よ
ね
?

　　
ド
ラ
イ
グ

　
　『
そ
ん
な
の
は
知
ら
ん
』

　　
そ
ん
な
〜
・
・
・
・
・
・

　　
ド
ラ
イ
グ

　
　『
安
心
し
ろ
・
・
・
・
・
・
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら
俺
を
使
え
』

　　
使
え
る
の
?

　　
ド
ラ
イ
グ

　
　『
そ
も
そ
も
俺
と
意
志
疎
通
し
て
い
る
時
点
で
使
え
る
ん
だ
か
ら
な
』

　　
じ
ゃ
あ
、
そ
の
時
に
な
っ
た
ら
お
願
い
ね

　　
ド
ラ
イ
グ

　
　『
あ
ぁ
、
任
せ
て
お
け
』

　　　　
私
は
夕
麻
ち
ゃ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
噴
水
の
あ
る
公
園
に
着
い
た
。

　　
一
誠

　
　「
そ
れ
で
私
に
用
事
っ
て
何
で
す
か
?
」

　
夕
麻

　
　「
え
っ
と
・
・
・
・
・
・
私
と
付
き
合
っ
て
く
だ
さ
い
!!
」

　　
え
?
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一
誠

　
　「
・
・
・
・
・
・
ご
め
ん
な
さ
い
。
も
う
一
度
行
っ
て
く
だ
さ
い
」

　
夕
麻

　
　「
で
す
か
ら
私
と
付
き
合
っ
て
く
だ
さ
い
!!
」

　
一
誠

　
　「
え
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
!!
」

　　
ど
う
い
う
こ
と
!?

　
私
、
女
だ
よ
?
　
私
の
事
、
男
だ
と
思
て
い
る
の
!?

　
そ
れ
と
も
、
こ
の
娘
は
本
当
は
男
の
人
?
　
最
近
、
有
名
に
な
っ
て
い
る
男
の

娘
っ
て
人
?

　
で
も
で
も
、
ち
ゃ
ん
と
胸
あ
る
し
声
も
し
っ
か
り
と
女
の
子
の
声
だ
し
・・・・・・

一
体
ど
う
い
う
こ
と
!?

　　
一
誠

　
　「
あ
の
・
・
・
・
・
・
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
か
?
　
私
、
れ
っ
き
と
し
た

女
で
す
け
ど
・
・
・
・
・
・
」

　
夕
麻

　
　「
分
か
っ
て
い
ま
す
・
・
・
・
・
・
で
も
、
私
は
貴
女
に
一
目
惚
れ
し
ま
し
た

!!
」

　　
え
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
!!

　
こ
れ
っ
て
・
・
・
・
・
・
!
　
そ
の
・
・
・
・
・
・
・
百
合
っ
て
や
つ
じ
ゃ
／

／
／
／
／

　　
夕
麻

　
　「（
ニ
ヤ
ッ
）」

　　
ド
ラ
イ
グ

　
　『
相
棒
!!
　
右
に
避
け
ろ
!?
』
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え
?

　　
ド
ラ
イ
グ
の
言
っ
た
通
り
に
咄
嗟
に
避
け
る
と

　　
ザ
ス
ッ
!!

　　
さ
っ
き
ま
で
私
が
立
っ
て
い
た
場
所
に
光
っ
て
い
る
槍
が
刺
さ
っ
て
い
た
。

　　
一
誠

　
　「
何
・
・
・
・
・
・
こ
れ
?
」

　
夕
麻

　
　「
へ
ぇ
〜
人
間
に
し
て
は
い
い
勘
し
て
る
じ
ゃ
な
い
」

　
一
誠

　
　「
・
・
・
・
・
・
」

　　
そ
こ
に
は
黒
い
翼
を
生
や
し
た
夕
麻
ち
ゃ
ん
が
空
を
飛
ん
で
い
た
。

　　
夕
麻

　
　「
・
・
・
・
・
・
ご
め
ん
な
さ
い
ね
。
貴
女
は
私
達
の
計
画
に
邪
魔
な
存
在
な

の
よ
。
中
々
、
可
愛
い
し
ペ
ッ

　
　
ト
と
し
て
飼
う
の
も
良
か
っ
た
の
だ
け
ど
、
危
険
分
子
は
少
し
で
も
排
除
し

て
お
き
た
い
の
よ
・
・
・
・
・
・

　
　
そ
う
い
う
訳
だ
か
ら
・
・
・
・
・
・
死
ん
で
ね
♪
」

　　
夕
麻
ち
ゃ
ん
の
手
に
光
の
槍
が
握
ら
れ
て
い
た
。

　　
一
誠

　
　「
・
・
・
・
・
・
っ
!
」

　　
ド
ラ
イ
グ
!
　
お
願
い
!
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ド
ラ
イ
グ

　
　『
あ
ぁ
、
任
せ
ろ
!
』

　　
光
の
槍
が
投
げ
ら
れ
た
瞬
間
、
私
の
左
腕
に
何
か
が
装
着
さ
れ
た
。

　　
ガ
ッ
キ
ン
!

　　
そ
れ
で
、
光
の
槍
を
弾
き
飛
ば
し
た
。

　　
一
誠

　
　「
・
・
・
・
・
・
で
、
出
来
た
」

　
夕
麻

　
　「
ち
っ
・
・
・
・
・
・
咄
嗟
に
発
動
し
た
の
か
!
　
で
も
、
拍
子
抜
け
ね
。
単

龍
の
篭
手

ト
ワ
イ
ト
ゥ
・
ク
リ
テ
ィ
カ
ル

な
る
≪

≫
だ
っ
た

　
　
な
ん
て
ね
」

　
一
誠

　
　「
・
・
・
・
・
・
早
く
逃
げ
な
い
ｔ
・
・
・
・
・
・
・〈
ザ
シ
ュ
!
〉・
・
・
・
・
・

え
?
」

　　
バ
ッ
タ
ン

　　
逃
げ
よ
う
と
振
り
返
ろ
う
と
瞬
間
、
後
ろ
か
ら
光
の
槍
で
腹
部
を
貫
か
れ
て
倒

れ
て
い
た
。

　　
???

　
　「
何
を
し
て
い
る
の
で
す
か
、
レ
イ
ナ
ー
レ
様
」

　
夕
麻
?

　
　「
逃
げ
ら
れ
る
と
面
倒
だ
っ
た
か
ら
、
助
か
っ
た
わ
ド
ー
ナ
シ
ー
ク
・・・・・・
」

　　
夕
麻
ち
ゃ
ん
は
私
の
方
を
見
て
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夕
麻
?

　
　「
貴
女
の
あ
の
時
の
反
応
は
結
構
面
白
か
っ
た
わ
よ
・
・
・
・
・
・
」

　　
そ
し
て
黒
い
翼
を
羽
ば
た
か
せ
て
飛
ん
で
い
っ
た
。

　　　　
私
・
・
・
・
・
・
死
ぬ
の
か
な
・
・
・
・
・
・

　　
ド
ラ
イ
グ

　
　『
相
棒
!!
　
諦
め
る
な
!!
』

　　
ゴ
メ
ン
ね
・
・
・
・
・
・
ド
ラ
イ
グ
。

　
貴
方
の
事
、
全
然
使
っ
て
あ
げ
な
く
て
・
・
・
・
・
・

　　
ド
ラ
イ
グ

　
　『
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
な
!
　
死
ぬ
な
ど
俺
が
許
さ
ん
ぞ
!?
』

　　
嬉
し
い
・
・
・
・
・
・
私
の
為
に
怒
っ
て
く
れ
て
・
・
・
・
・
・

　
も
う
・
・
・
・
・
・
ダ
メ
み
た
い
・
・
・
・
・
・
目
の
前
が
真
っ
暗
に
・
・
・
・
・
・

　
フ
ィ
ス
・
・
・
・
・
・
ず
っ
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
き
た
か
っ
た
な
・
・
・
・
・
・

　　　　　
???

　
　「
あ
ら
?
　
へ
ぇ
・
・
・
・
・
・
な
る
ほ
ど
、
面
白
い
こ
と
に
な
っ
て
る
わ
ね
。

い
い
わ
、
貴
女
を
生
か
し
て
あ
げ
る
。
私
の

　
　
下
僕
と
し
て
生
き
な
さ
い
」
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第
３
話
　「
良
く
分
か
ら
な
い
け
ど
・
・
・
・
・
・
悪
魔
に
な
っ

た
そ
う
で
す
」

　　　　　　　　　
〜
一
誠
　
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
〜

　　
あ
れ
・
・
・
・
・
・
?

　
私
、
ど
う
し
た
ん
だ
っ
け
・
・
・
・
・
・
?

　
夕
麻
ち
ゃ
ん
っ
て
娘
に
襲
わ
れ
て
・
・
・
・
・
・
そ
の
ま
ま
後
ろ
の
オ
ジ
サ
ン

の
槍
で
刺
さ
れ
て
・
・
・
・
・
・

　　
―
・
・
・
・
・
・
ぇ
ー
・
・
・
・
・
・
―

　　
ん
?

　　
―
・
・
・
・
・
・
い
・
・
・
ぇ
ー
・
・
・
・
・
・
―

　　
誰
か
が
呼
ん
で
る
・
・
・
・
・
・
誰
だ
ろ
?

　　
―
・
・
・
・
・
・
い
っ
せ
ー
・
・
・
・
・
・
―

　　
こ
の
声
っ
て
・
・
・
・
・
・
・
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〜
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
　
無
し
〜

　　
一
誠
が
目
を
覚
ま
す
と
、
い
つ
も
通
り
の
部
屋
の
ベ
ッ
ト
に
寝
て
い
た
。

　　
フ
ィ
ス

　
　「
・
・
・
・
・
・
イ
ッ
セ
ー
、
起
き
た
」

　
一
誠

　
　「
・
・
・
・
・
・
ア
レ
?
　
フ
ィ
ス
・
・
・
・
・
・
?
」

　　
目
の
前
に
、
勝
手
に
ベ
ッ
ト
に
潜
り
込
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
フ
ィ
ス
が
い
た
。

　　
フ
ィ
ス

　
　「
・
・
・
・
・
・
イ
ッ
セ
ー
・
・
・
・
・
・
お
は
よ
う
・
・
・
・
・
・
」

　
一
誠

　
　「
・
・
・
・
・
・
お
は
よ
う
、
フ
ィ
ス
・
・
・
・
・
・
」　
ナ
デ
ナ
デ

　
フ
ィ
ス

　
　「
・
・
・
・
・
・
う
に
ゅ
〜
・
・
・
・
・
・
」

　　
一
誠
は
フ
ィ
ス
の
頭
を
撫
で
な
が
ら
、
起
き
上
が
り
時
計
を
見
る
と
６
：
４
５

に
な
っ
て
い
た
。

　　
一
誠

　
　「
じ
ゃ
あ
、
朝
ご
は
ん
に
し
よ
う
か
?
」

　
フ
ィ
ス

　
　「（
コ
ク
ッ
コ
ク
ッ
）
!!
」

　　
フ
ィ
ス
は
嬉
し
そ
う
に
首
を
振
り
、
下
に
駆
け
下
り
て
い
っ
た
。

　　
一
誠

　
　「
・
・
・
・
・
・
フ
ィ
ス
・
・
・
・
・
・
今
日
も
可
愛
い
な
／
／
／
／
／
／
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（
そ
れ
よ
り
・
・
・
・
・
・
）」

　　
一
誠
は
フ
ィ
ス
の
姿
に
萌
え
な
が
ら
、
昨
日
の
事
を
考
え
て
い
た
。

　　
一
誠

　
　「（
誰
が
家
ま
で
運
ん
で
く
れ
た
ん
だ
ろ
?
）」

　　
一
誠
は
昨
日
、
公
園
で
堕
天
使
に
光
の
槍
で
殺
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
今
一
誠
は
し
っ
か
り
と
生
き
て
い
る
し
、
身
体
に
違
和
感
が
少
し
あ

る
程
度
で
特
に
変
わ
っ
た
様
子
が

　
あ
る
訳
で
も
な
か
っ
た
。

　　
一
誠

　
　「（
も
し
か
し
て
、
オ
カ
ル
ト
研
究
部
の
人
か
な
・
・
・
・
・
・
?
　
ね
ぇ
、
ド

ラ
イ
グ
。
何
か
覚
え
て
な

　
　
い
?
）」

　　
一
誠
が
ド
ラ
イ
グ
に
声
を
掛
け
る
も
の
の

　　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　　
一
誠

　
　「（
ド
ラ
イ
グ
・
・
・
・
・
・
?
　
ね
ぇ
?
　
寝
て
る
の
〜
?
）」

　　
一
誠
が
何
度
声
を
掛
け
て
も
一
向
に
起
き
る
気
配
が
無
か
っ
た
。

　　
一
誠

　
　「
可
笑
し
い
な
・
・
・
・
・
・
い
つ
も
な
ら
、
起
き
て
る
ん
だ
け
ど
・
・
・
・
・
・
っ

て
早
く
し
な
い
と
、

　
　
フ
ィ
ス
が
お
腹
空
か
し
過
ぎ
て
死
ん
じ
ゃ
う
か
も
!!
」
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一
誠
は
ド
ラ
イ
グ
の
事
を
一
旦
置
い
て
お
い
て
下
に
い
っ
た
。

　
フ
ィ
ス
の
事
に
な
る
と
急
に
目
の
前
が
見
え
な
く
な
る
一
誠
さ
ん
で
し
た
。

　　　　　　　　
一
誠
は
い
つ
も
通
り
学
校
に
行
き
、
昨
日
の
事
に
つ
い
て
オ
カ
ル
ト
研
究
部
の

部
員
に
聞
こ
う
と
し
た
が

　　
一
誠

　
　「
え
?
　
い
な
い
の
?
」

　
女
子
生
徒

　
　「
は
い
・
・
・
・
・
・
今
日
は
お
休
み
し
て
ま
す
け
ど
・
・
・
・
・
・
」

　
一
誠

　
　「
そ
う
な
ん
だ
・
・
・
・
・
・
あ
り
が
と
ね
」

　　
と
一
誠
が
教
室
を
去
っ
た
直
前

　　
女
子
生
徒

　
　「
き
ゃ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
!!
　
一
誠
さ
ん
が
木
場
き
ゅ
ん
を
探
し
て
る
!?
」

　
女
子
生
徒

　
　「
こ
れ
っ
て
ま
さ
か
・
・
・
・
・
・
愛
の
告
白
!?
」

　
女
子
生
徒

　
　「『
学
園
の
イ
ケ
メ
ン
』
と
『
学
園
の
天
使
』
が
・
・
・
・
・
・
!?
」

　
女
子
生
徒

　
　「
見
逃
せ
な
い
わ
!!
　
皆
、
一
誠
さ
ん
を
行
動
を
常
に
把
握
す
る
の
よ
!!
」

　
女
子
生
徒
全
員

　
　「「「「「「
お
ぉ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
!!!
」」」」」」
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一
誠

　
　「
さ
っ
き
の
教
室
が
騒
が
し
い
け
ど
・
・
・
・
・
・
何
か
あ
っ
た
の
か
な
?
」

　　
一
誠
の
知
ら
ぬ
ま
に
、
飛
ん
で
も
な
い
誤
解
が
飛
び
交
う
の
で
あ
っ
た
。

　　　　
そ
の
後
も
一
誠
は
、
オ
カ
ル
ト
研
究
部
の
生
徒
を
当
た
っ
て
み
た
が
全
員
が
休

み
と
の
事
で
こ
の
日
は
普
通
に

　
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　　　　
〜
一
誠
　
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
〜

　　
は
ぁ
〜
、
結
局
何
も
分
か
ら
な
か
っ
た
な
〜
　
ま
さ
か
、
オ
カ
ル
ト
部
の
全
員

が
休
み
だ
な
ん
て
・
・
・
・
・
・

　
そ
ん
な
事
よ
り
・
・
・
・
・
・
バ
イ
ト
全
部
ク
ビ
っ
て
ど
う
い
う
事
!?
　
私
、
何

か
し
た
っ
け
!?

　
昨
日
は
よ
く
分
か
ら
な
い
内
に
家
に
い
た
し
、
バ
イ
ト
に
は
行
っ
て
な
い
け

ど
・
・
・
・
・
・
そ
れ
で
も
な
ん
で

　
他
の
二
つ
ま
で
ク
ビ
に
さ
れ
て
る
の
!?

　
そ
れ
に
ド
ラ
イ
グ
は
起
き
て
こ
な
い
し
・
・
・
・
・
・
聞
き
た
い
こ
と
あ
る
の

に
・
・
・
・
・
・

　　
私
が
ブ
ツ
ク
サ
と
心
の
中
で
愚
痴
っ
て
い
る
と

　　
一
誠

　
　「
・
・
・
・
・
・
ぁ
」
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昨
日
の
公
園
に
辿
り
着
い
て
い
た
。

　　
一
誠

　
　「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
は
ぁ
〜
」

　　
こ
れ
か
ら
ど
う
し
よ
う
・
・
・
・
・
・
?

　
次
の
バ
イ
ト
が
決
ま
る
ま
で
、
ど
う
や
っ
て
フ
ィ
ス
に
ご
飯
食
べ
さ
て
あ
げ
れ

ば
い
い
ん
だ
ろ
?

　　
???

　
　「
こ
れ
は
こ
れ
は
・
・
・
・
・
・
悪
魔
の
気
配
を
辿
っ
て
み
れ
ば
昨
日
我
に
殺

さ
れ
た
人
間
で
は
な
い
か
」

　　
え
?

　　
上
を
見
上
げ
る
と
昨
日
、
私
に
光
の
槍
を
刺
し
た
オ
ジ
サ
ン
が
飛
ん
で
い
た
。

　　
一
誠

　
　「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

　
ド
ー
ナ
シ
ー
ク

　
　「
そ
う
か
・
・
・
・
・
・
貴
様
、
悪
魔
に
転
生
し
た
ん
だ
な
・
・
・
・
・
・
な

ら
ば
殺
す
し
か
な
い
な
!!
」

　
一
誠

　
　「
・
・
・
・
・
・
っ
!!
」

　　　　
〜
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
　
無
し
〜

　　
ザ
ク
ッ
!!
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い
き
な
り
投
げ
つ
け
ら
れ
た
槍
に
何
と
か
反
応
し
て
、
避
け
た
一
誠
。

　　
一
誠

　
　「
・
・
・
い
、
一
体
何
な
ん
で
す
か
!?
　
何
で
私
を
ね
・
・
・
・
・
・〈
ヒ
ュ

ン
!!
〉・
・
・
・
・
・
っ
!?
」

　
ド
ー
ナ
シ
ー
ク

　
　「
仕
方
が
あ
る
ま
い
・
・
・
・
・
・
貴
様
が
悪
魔
と
な
っ
た
以
上
、
消
す
し
か

あ
る
ま
い
!!
」

　　
一
誠
は
ド
ー
ナ
シ
ー
ク
の
攻
撃
に
反
応
し
て
言
っ
て
い
る
が
、
武
器
の
無
い
一

誠
が
圧
倒
的
に
不
利
に
立
た
さ

　
れ
て
い
た
。

　
そ
の
時
、

　　
カ
ァ
ー
!!

　　
一
誠
と
ド
ー
ナ
シ
ー
ク
の
間
に
赤
い
魔
法
陣
に
出
現
し
、
そ
こ
に
紅
い
髪
を
し

た
駆
王
学
園
の
制
服
を
き
た
女

　
子
生
徒
が
立
っ
て
い
た
。

　　　　
〜
一
誠
　
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
〜

　　
一
誠

　
　「
・
・
・
・
・
・
リ
ア
ス
・
・
・
グ
レ
モ
リ
ー
・
・
・
・
・
・
先
輩
?
」

　　
昨
日
の
オ
ジ
サ
ン
の
攻
撃
を
必
死
で
避
け
て
い
る
中
、
突
然
リ
ア
ス
・
グ
レ
モ

リ
ー
先
輩
が
出
て
き
た
。

　　
ド
ー
ナ
シ
ー
ク
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　「
紅
い
髪
・
・
・
グ
レ
モ
リ
ー
の
者
か
?
」

　
リ
ア
ス

　
　「
そ
う
よ
、
私
は
リ
ア
ス
・
グ
レ
モ
リ
ー
。
グ
レ
モ
リ
ー
家
の
次
期
当
主

よ
・
・
・
・
・
・
」

　　
え
っ
と
・
・
・
・
・
・
リ
ア
ス
先
輩
?
　
何
で
そ
ん
な
に
不
機
嫌
そ
う
な
ん
で

す
か
?

　
そ
れ
に
殺
気
が
・
・
・
・
・
・
凄
い
で
す
・
・
・
・
・
・

　　
ド
ー
ナ
シ
ー
ク

　
　「
そ
の
グ
レ
も
リ
ー
の
次
期
当
主
が
一
体
何
の
よ
う
だ
?
」

　
リ
ア
ス

　
　「
そ
れ
は
、
私
の
台
詞
よ
。
あ
な
た
、
私
の
下
僕
に
何
を
し
よ
う
と
し
て
の

?
」

　　
・
・
・
・
・
・
ア
レ
?
　
下
僕
?

　
私
、
先
輩
の
下
僕
に
な
っ
た
覚
え
は
な
い
ん
だ
け
ど
・
・
・
・
・
・
?

　　
ド
ー
ナ
シ
ー
ク

　
　「
ほ
う
、
そ
れ
は
失
礼
し
た
。
夜
道
を
一
人
で
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
た
も
の
だ

か
ら
な
、
は
ぐ
れ
と
思
い
、
狩
ろ

　
　
う
と
思
っ
た
だ
け
だ
・
・
・
・
・
・
し
か
し
リ
ア
ス
・
グ
レ
モ
リ
ー
よ
。
自

ら
の
眷
属
は
し
っ
か
り
と
管
理
し

　
　
て
い
た
方
が
い
い
ぞ
?
　
私
の
よ
う
な
者
が
現
れ
て
狩
る
か
も
し
れ
ね
し

な
」

　
リ
ア
ス

　
　「
忠
告
痛
み
入
る
わ
。
で
も
心
配
な
い
わ
。
も
し
私
の
眷
属
と
こ
の
町
で
何

か
す
る
よ
う
な
事
が
あ
れ
ば
、
問

　
　
答
無
用
で
消
し
飛
ば
す
か
ら
」

　　
そ
う
い
う
と
あ
の
オ
ジ
サ
ン
が
飛
ん
で
い
ち
ゃ
っ
た
・
・
・
・
・
・
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一
誠

　
　「
え
ぇ
っ
と
・
・
・
・
・
・
何
が
何
だ
か
・
・
・
・
・
・
?
」

　
リ
ア
ス

　
　「
ご
め
ん
な
さ
い
。
何
に
も
説
明
し
て
な
い
せ
い
で
こ
ん
な
目
に
遭
わ
せ
て

し
ま
っ
て
・
・
・
・
・
・
」

　
一
誠

　
　「
え
?
　
い
、い
え
!?
　
何
処
も
怪
我
し
て
ま
せ
ん
し
、謝
ら
な
く
て
も
大
丈

夫
で
す
よ
!!
」

　
リ
ア
ス

　
　「
そ
う
・
・
・
・
・
・
じ
ゃ
あ
、
説
明
は
明
日
で
も
い
い
か
し
ら
?
」

　
一
誠

　
　「
は
い
!
　
私
も
明
日
聞
き
に
い
こ
う
と
思
っ
て
い
た
所
で
す
し
」

　
リ
ア
ス

　
　「
分
か
っ
た
わ
」

　　
そ
の
ま
ま
リ
ア
ス
先
輩
は
魔
法
陣
ら
し
き
も
の
で
帰
っ
て
行
っ
た
。

　　
一
誠

　
　「
ふ
ぅ
〜
・
・
・
・
・
・
・
何
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
?
」

　　
い
き
な
り
、
色
ん
な
事
が
あ
っ
て
訳
が
分
か
ら
な
い
よ
・
・
・
・
・
・

　
ん
?
　
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
・
・
・
・
・
・
さ
っ
き
の
あ
の
オ
ジ
サ
ン
が
・
・
・
・
・
・

　　『
仕
方
が
あ
る
ま
い
・
・
・
・
・
・
貴
様
が
『
悪
魔
』
と
な
っ
た
以
上
、
消
す
し

か
あ
る
ま
い
!!
』

　　
え
?
　
悪
魔
・
・
・
・
・
・

　　
一
誠

　
　「
私
・
・
・
・
・
・
悪
魔
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
の
ー
ー
ー
ー
ー
ー

!!??
」
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よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
・
・
・
・
・
・
・
悪
魔
に
な
り
ま
し
た
・
・
・
・
・
・

　　　　　　　　
そ
の
頃
、
一
誠
の
家
で
は

　　
キ
ュ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
・
・
・
・
・
・
・
キ
ュ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
・
・
・
・
・
・
・

　
キ
ュ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
・
・
・
・
・
・
・
キ
ュ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
・
・
・
・
・
・
・

　　
鳴
き
止
ま
な
い
腹
の
虫
・
・
・
・
・
・

　　
フ
ィ
ス

　
　「
・
・
・
・
・
・
イ
ッ
セ
ー
、
遅
い
・
・
・
・
・
・
」　
キ
ュ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
・
・
・
・
・
・
・

　　
家
の
中
で
、
ソ
フ
ァ
で
横
に
な
っ
て
い
る
フ
ィ
ス
。

　　
フ
ィ
ス

　
　「
・
・
・
・
・
・
お
腹
・
・
・
・
・
空
い
・
・
・
た
」　
キ
ュ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
・
・
・
・
・
・
・

　　　　
そ
の
後
、
家
に
戻
っ
て
き
た
一
誠
の
悲
鳴
が
近
隣
に
響
き
渡
っ
た
の
は
ま
た
別

の
話
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	　設定
	　第１話「謎の男の子、養っています」
	　第２話　「告白されて、殺されました」
	　第３話　「良く分からないけど・・・・・・悪魔になったそうです」

